
防災・減災のページは、「いのちと地域を守る」をテーマに、読者とともに考え、

作るページです。意見や感想、取り上げてほしい題材、防災に関する情報をお寄せ

ください。巡回ワークショップ「むすび塾」の開催を希望する町内会などの団体も

募集しています。宛先は〒980―8660仙台市青葉区五橋１の２の28、河北新報社報

道部「防災・減災のページ」係。ファクスは022（211）1256。電子メールアドレス

は

■情報をお寄せください

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

自衛隊での経験基に助言 携帯基地局の改修進める

ＫＤＤＩ東北総支社長

菅野養一さん

東日本大震災では、携帯電話が

重要な社会インフラだというこ

とがあらためて認識されました。

震災を教訓にして、停電になって

も基地局のバッテリーが 時間

持つような改修工事を東北の約

220局をはじめ全国で進めていま

す。

災害時に携帯を不通にしないた

めにも、まずはシステムを支える

社員の安全が何より

大切です。安否確認

は携帯へのメールだ

けではなく、固定電

話や自宅パソコンな

ど複数の系統で行う

仕組みを構築。毎月１回、テスト

を実施しています。

震災直後の物資不足を踏まえ

て、総支社内の備蓄も見直しまし

た。対策本部やネットワーク部門

に詰める社員向けには３日分の食

料を用意しています。震災で必要

性を痛感したガソリンを入れる携

行缶や長靴、炊飯器なども備えま

した。

山形県危機管理アドバイザー

斎藤昭さん

2010年まで自衛隊員として全国

各地の災害現場に赴いた経験を基

に、山形県や各自治体の危機管理

や防災対策に対する助言を行って

います。

例えば情報収集。自衛隊では「情

報主要素」と言いますが、緊急時

は、その時点で優先的に知るべき

ことが何かをはっきりさせる必要

があります。漫然と集めた情報は

役に立たないと、訓

練などのたびに伝え

ています。

東日本大震災をき

っかけに地域の防災

への意識は高まりま

した。庄内地方の自治体は、県が

新たに作った津波による浸水域の

予測図を基に、避難用のハザード

マップの作成を進めています。

しかし教訓を全て吸収できたか

というと、残念だが難しい。人間

なので、忘れてしまうこともあ

る そんなときに自分のアドバイ

スが刺激になればいいと思ってい

ます

む
す
び
塾山

間
部

立
型

共

へ

赤線は活断層。産業技術総合研究

所活断層データベース2009年７月

日版

より
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■

参
加
し
て

まずは安否連絡網整備

温泉旅館従業員・二瓶

敏雄さん 地域の防

災について、勉強になる

会合だった。今後は住民

と相談して、来年の「３

・ 」をめどに自主防災

組織をつくりたい。行政

には頼らず、地域は自分たちで守ろうと

認識を改めた。まずは、住民の安否確認

のシステムを考えようと思う。地域周辺

には活断層が走っている。避難場所も設

定する方向で話し合いたい。

継続的な話 合 大切

無職・渡辺盛さん

震災後は自宅に食料を

備蓄したが、少しずつ食

べてしまい、そのままに

なっていた。防災の意識

は時とともに忘れ去って

しまうもの。むすび塾を

通じて、１人で考えるより、仲間たちと

常に話し合っていくことの大切さを感じ

た。家族にも、災害時に安否連絡をどう

するかなど、あらためて確認したい。

できるところから備え

足立西行政区長・小室

正さん これまで防

災について、住民同士が

話し合う機会がなかっ

た。若い人を中心に地域

外に働きに出ている人が

多いので、平日の昼に災

害が起きると不安がある。東日本大震災

では大きな被害はなかったが、今後、ど

こでどんな災害が起きるか分からない。

町に求めるところは求め、地域で準備で

きるところは準備したい。

＠宮城県村田町・足立西 区

地域住民の自主的な防災対策の必

要性について認識を共有した足立

西行政区の住民‖６月 日、村田

町西足立地区公民館
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第
３
回
「
む
す
び
塾
」
は
６
月

日
、減
災
・
復
興
支
援
機
構（
東
京
）

の
木
村
拓
郎
理
事
長
を
進
行
役
に
、

宮
城
県
村
田
町
の
西
足
立
地
区
公
民

館
で
開
い
た
。
参
加
し
た
足
立
西
行

政
区
の
住
民
９
人
か
ら
は
、
東
日
本

大
震
災
で
経
験
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
寸
断
や
高
齢
化
、
地
域
に
あ
る
村

田
ダ
ム
の
決
壊
な
ど
が
課
題
と
し
て

挙
が
っ
た
。
当
初
は
行
政
の
防
災
対

策
へ
の
不
満
や
要
望
が
相
次
い
だ

が
、
議
論
が
進
む
に
つ
れ
て
、
行
政

に
頼
ら
な
い
自
主
的
な
備
え
が
重
要

と
の
認
識
を
共
有
し
た
。

◇

地
区
は
住
民
約
８
０
０
人
の
う
ち

約
半
数
が

歳
以
上
で
、
１
人
暮
ら

し
も
多
い
。
約

人
の
消
防
団
員
は

ほ
と
ん
ど
が
地
区
外
で
働
く
。
「
震

災
の
時
、
地
区
内
の
高
齢
者
と
連
絡

を
取
る
手
段
が
な
か
っ
た
」
な
ど
、

平
日
の
昼
間
の
地
域
防
災
を
懸
念
す

る
声
が
上
が
っ
た
。

地
区
は
震
災
で
水
道
が
長
期
間
使

え
な
く
な
り
、
公
民
館
で
実
施
さ

れ
た
給
水
に
頼
る
状
況
が
続
い

た
。
震
災
発
生
後
、
行
政
の
情
報
が

届
き
に
く
か
っ
た
ほ
か
、
救
援
活
動

も
町
中
心
部
に
比
べ
て
遅
く
、
手
薄

だ
っ
た
と
い
う
不
満
も
多
く
語
ら
れ

た
。意

見
交
換
の
中
で
、
自
宅
に
井
戸

を
所
有
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
、
「
何
軒
か
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
っ
て
ポ
ン
プ
を
新
調
し
、
非
常

時
に
備
え
れ
ば
い
い
」
と
の
提
案
が

出
さ
れ
た
。

災
害
時
の
対
策
本
部
設
置
に
つ
い

て
も
「
か
つ
て
運
動
会
を
や
っ
て
い

た
名
残
で
、
集
落
ご
と
に
テ
ン
ト
が

あ
る
は
ず
。
ま
と
め
て
保
管
す
れ
ば

活
用
で
き
る
」
と
の
発
言
に
、
み
ん

な
が
う
な
ず
い
た
。
最
終
的
に
は
、

地
区
全
体
で
消
火
訓
練
や
食
料
の
備

蓄
な
ど
の
防
災
対
策
を
進
め
る
方
向

で
一
致
し
た
。

防
災
情
報
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

東
北
大
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
安

倍
祥
助
手
（
津
波
工
学
）
は
「
震
災

で
は
停
電
で
津
波
情
報
が
入
手
で
き

な
か
っ
た
り
、
海
が
見
え
ず
津
波
に

気
付
か
な
か
っ
た
り
し
た
例
が
あ
っ

た
」
と
指
摘
。
木
村
理
事
長
は
「
衛

星
携
帯
電
話
が
１
台
で
も
あ
れ
ば
、

大
地
震
の
際
に
も
外
部
と
連
絡
が
取

れ
る
。
町
に
配
備
を
要
望
し
て
み
て

は
ど
う
か
」
と
助
言
し
た
。

震
災
で
は
、
須
賀
川
市
の
藤
沼
ダ

ム
が
決
壊
し
、
流
域
の
住
民
８
人
が

死
亡
・
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
公
民

館
か
ら
約
２
・
５
㌔
北
西
に
あ
る
村

田
ダ
ム
の
決
壊
の
可
能
性
や
、
想
定

さ
れ
る
被
害
に
も
関
心
が
集
ま
っ

た
。
村
田
ダ
ム
の
近
く
に
あ
る
活
断

層
を
不
安
視
す
る
人
も
い
た
。

東
北
大
の
風
間
聡
教
授（
水
工
学
）

は
「
村
田
ダ
ム
は
１
９
５
７
年
の
設

計
基
準
設
定
後
に
建
設
さ
れ
て
い

て
、
簡
単
に
壊
れ
る
と
は
考
え
に
く

い
」
と
説
明
す
る
一
方
で
、
避
難
場

所
の
確
認
な
ど
万
が
一
へ
の
備
え
の

重
要
性
も
強
調
し
た
。

国
内
の
ダ
ム
は
決
壊
し
な
い
こ
と

を
前
提
に
建
造
さ
れ
て
い
る
た
め
、

下
流
の
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
の
前
例
が
無
い
こ
と
を
明
か

す
と
、
参
加
者
は
驚
い
た
様
子
だ
っ

た
。

◇

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す

た
め
、
河
北
新
報
社
は
地
域
住
民
ら

と
一
緒
に
地
震
・
津
波
に
備
え
る
巡

回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
名
称
に
は
、
地

域
と
人
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
強

め
、
防
災
・
減
災
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
ま
し

た
。第

４
回
「
む
す
び
塾
」
は

日
、

宮
城
県
女
川
町
の
桐
ケ
崎
地
区
で
行

い
ま
す
。

■

参
加
者

主

発

参
加
者
に
は
災
害
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と
や

現
在
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
事
前
に
メ
モ
を

書
い
て
も
ら
い
、
会
場
で
大
き
な
紙
に
貼
り

出
し
て
議
論
の
き
っ
か
け
と
し
た
。
主
な
項

目
ご
と
の
発
言
と
メ
モ
を
紹
介
す
る
。

【
次
に
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
時

に
心
配
な
こ
と
は
】

「
行
政
の
救
援
が
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
。
広

報
車
が
通
っ
て
も
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か

ら
な
か
っ
た
」

‖
藤
枝
恵
さ
ん

「
水
害
の
度
に
住
宅
が
高
台
に
移
転
し
て

き
た
。
村
田
ダ
ム
が
決
壊
し
た
ら
、
足
立
西

地
区
が
消
滅
す
る
と
い
う
不
安
が
あ
る
」

‖
渡
辺
盛
さ
ん

）

「
電
話
の
不
通
や
道
路
の
寸
断
で
救
援
要

請
で
き
な
い
こ
と
が
心
配
。
平
日
の
昼
間
は

人
が
少
な
く
、
救
助
の
人
手
不
足
も
想
定
さ

れ
る
」

‖
藤
井
敏
信
さ
ん

【
現
在
自
宅
で
取
っ
て
い
る
防
災
対
策
は
】

「
震
災
以
来
、
常
に
居
間
に
ラ
ジ
オ
と
懐

中
電
灯
を
置
き
、
家
族
が
す
ぐ
に
使
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
」

‖
佐
藤
敏
郎
さ
ん

「
震
災
後
は
な
か
な
か
ガ
ソ
リ
ン
が
手
に

入
ら
な
か
っ
た
。
常
に
車
に
ガ
ソ
リ
ン
を
満

タ
ン
に
す
る
の
が
癖
に
な
っ
て
い
る
」

‖
佐
藤
俊
則
さ
ん

【
震
災
を
通
じ
、
足
立
西
地
区
と
防
災
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
】

「
火
事
は
絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
心
構

え
が
必
要
」

‖
小
室
正
さ
ん

「
地
元
の
こ
と
を
熟
知
し
て
お
き
、
日
ご

ろ
か
ら
行
政
と
地
区
と
で
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
す
る
の
が
大
事
だ
」

‖
大
宮
良
夫
さ
ん

「
い
つ
次
の
災
害
が
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
。
公
民
館
な
ど
を
地
区
の
避
難
所
に
決
め

た
方
が
い
い
」

‖
大
沼
吉
夫
さ
ん

「
震
災
時

救
援
物
資
は
水
ば
か
り
だ
っ

た

行
政
に
頼
ら
ず

地
区
で
防
災
対
策
を
し

な
い
と
い
け
な
い

‖
二
瓶
敏
雄
さ
ん
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災
害
時
の
行
政
の
救
援
は

中
心
部
が
先
に
な
り
、
足
立

西
地
区
の
よ
う
な
山
間
部
は

遅
れ
が
ち
に
な
る
。
孤
立
状

態
に
陥
る
こ
と
を
前
提
に
、

１
週
間
は
救
援
な
し
で
も
大

丈
夫
な
よ
う

自
立
型

の
防

災
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

震
災
後
、
各
家
庭
で
備
蓄

や
家
具
の
固
定
に
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
す
ご

い
。
今
後
は
地
区
全
体
で
助

け
合
い
、
危
機
を
乗
り
切
る

た
め
に
自
主
防
災
組
織
の
設

立
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

災
害
が
起
き
た
ら
組
織
が

対
策
本
部
を
設
け
、
安
否
情

報
を
集
約
す
れ
ば
行
政
と
の

や
り
と
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
。
避
難
所
を
決
め
て
お
き
、

炊
き
出
し
な
ど
の
訓
練
も
や

っ
て
お
け
ば
よ
い
。
万
一
の

村
田
ダ
ム
決
壊
に
備
え
、
緊

急
避
難
す
る
場
所
も
選
ん
で

お
く
こ
と
も
勧
め
る
。

装
備
面
で
は
、
各
地
域
で

十
分
な
数
の
自
家
発
電
の
装

置
を
確
保
す
る
ほ
か
、
投
光

機
も
非
常
に
便
利
な
の
で
導

入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

孤立前提 防災組織 減
災
・
復
興
支
援
機
構
理
事
長

木

拓
郎
氏
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昨
年
３
月

日
の
揺
れ
で
決

壊
し
た
須
賀
川
市
長
沼
の
藤
沼

ダ
ム
は
、
土
を
台
形
状
に
盛
っ

た
「
ア
ー
ス
フ
ィ
ル
」
と
い
う

タ
イ
プ
。
村
田
ダ
ム
（
宮
城
県

村
田
町
）
を
含
め
全
国
に
多
数

点
在
し
て
お
り
、
耐
震
性
が
十

分
か
ど
う
か
検
証
が
急
務
だ
。

決
壊
は
震
度
６
強
と
い
う
強

い
揺
れ
と
地
質
の
弱
さ
が
重
な

っ
た
。
流
出
し
た
水
は
流
域
の

木
々
も
流
し
、
家
屋
を
破
壊
し

た
ほ
か
、
流
木
が
橋
に
詰
ま
っ

て
水
が
あ
ふ
れ
る
被
害
も
発
生

し
た
。

耐
震
性
の
目
安
と
な
る
の

が
、
ダ
ム
の
設
計
基
準
を
定
め

た
１
９
５
７
年
以
降
に
施
工
さ

れ
た
か
ど
う
か
。
藤
沼
と
村
田

は
、
ダ
ム
形
式
が
同
じ
だ
け
で

な
く
、
貯
水
容
量
や
流
域
面
積

も
似
て
い
る
が
、
建
設
時
期
は

異
な
る
。
村
田
ダ
ム
は
基
準
制

定
後
の

年
に
建
設
が
始
ま

り
、

年
に
完
成
し
た
。

一
方
、
藤
沼
ダ
ム
は

年
の

完
工
。
福
島
県
内
で

年
以
前

に
完
成
し
た
ダ
ム
は
藤
沼
ダ
ム

を
含
め
、
調
査
し
た

カ
所
中

９
カ
所
で
一
部
崩
壊
な
ど
の
被

害
が
あ
っ
た
。

地
震
後
に
高
さ

㍍
も
の
泥

流
が
集
落
を
襲
っ
た
の
は

分

ほ
ど
後
で
、
避
難
で
き
る
時
間

は
少
な
い
。
流
域
住
民
は
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
、
強
い
揺
れ

が
起
き
た
ら
ど
こ
に
逃
げ
た
ら

い
い
か
地
域
で
話
し
合
っ
て
ほ

し
い
。
ダ
ム
を
管
理
す
る
国
や

行
政
は
耐
震
検
査
に
加
え
、
住

民
に
決
壊
を
知
ら
せ
る
警
報
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
べ
き
だ
。

ダ
ム
の
耐
震
性
検
証
急
務
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藤沼ダム 須賀川市 と村田ダム 宮城県村田町
の比較

ダ ム 形 式

着 工

完 工

堤 高

貯 水 容 量

流 域 面 積

湛 たん 水面積

藤沼ダム

アースフィル

1937年

150万4000立方㍍

82平方㌔㍍

20㌶

村田ダム

アースフィル

1972年

1979年

367㍍

166万立方㍍

85平方㌔㍍

17㌶

1949年

185㍍
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※日本ダム協会 ダム便覧 より

■専門家から

東北大大学院工学研究科教授 水工学

風間 聡氏
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平成２４年( 年)７月１１日(水曜日) (１８)平成２４年( 年)７月１１日(水曜日) (１８)
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